
－「公」×「民」で創る新しい旭 －

公民連携公民連携のまちづくり
市では、誰もがウェルビーイングを実感できるまちを目指し「チーム旭で
まちづくり」を合言葉に、企業や大学、団体などの多様な主体が持つ強み
を生かした、公民連携によるまちづくりを推進しています。

「
公
民
連
携
」と
は
？

　
「
行
政（
＝
公
）」と「
企
業
や
大
学
、
団
体
な
ど（
＝
民
）」

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
協
力
し
て
地
域
の
課
題
解
決
や
活

性
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

な
ぜ
今
、
公
民
連
携
が
必
要
な
の
？

　
人
口
減
少
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
お
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
も
複
雑
・

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
対
応
が
難

し
い
課
題
も
あ
る
た
め
、
企
業
や
大
学
、
団
体
な
ど
が
持
つ

知
識
・
技
術
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
生
か
し
て
、
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
公
」と「
民
」

 

を
つ
な
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
開
設

　
民
間
事
業
者
な
ど
か
ら
、
公
民
連
携
に
関
す
る
提
案
な
ど

を
受
け
付
け
る
窓
口
と
し
て
、
４
月
か
ら「
公
民
連
携
デ
ス

ク
」を
設
置
し
ま
し
た
。
地
域
課
題
な
ど
の
解
決
に
向
け
た

提
案
・
相
談
の
受
け
付
け
、
民
間
事
業
者
と
担
当
課
と
の
連

絡
調
整
、
公
民
連
携
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
連
携
に
つ
い
て
、
市
の
基
本

的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た「
旭
市
公
民
連
携
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

公
民
連
携
デ
ス
ク（
企
画
政
策
課
企
画
調
整
班
内
）　
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地域課題の解決
地域活性化 市民サービスの向上 社会貢献活動の推進

●公共性、信頼性
●地域とのつながり
●公共インフラなどの資源

旭 市公
強み

●スピード感
●柔軟な発想、アイデア
●専門的な知識・技術

企業や大学など
民
強み

公民連携は、ぼくたちのまちをもっとすてきにするため、市の考えに「いいね！」って

思ってくれる民間事業者などと一緒にまちづくりに取り組んでいくことだよ♪ 

互いに知識やアイデアを持ち寄ったり、得意なことを生かしたりして一緒に取り組

むことが、複雑で多様化する地域課題を解決するためにはとっても重要なんだ！

あさピー

広報あさひ　2026.5.1 2



　「生涯活躍のまち みらいあさひ」から市中心部へ
の波及効果を目指して活動する、行政・市民・事業
者などで構成する組織。手作りの移動式屋台を使っ
たマルシェや公園での朝市など、人のつながりを生
み出すイベントを開催しています。

みらいあさひ協議会

みらいあさひ食育DAY

みらいあさひ
Instagram

　人口減少など、まちにたくさんある難
しい課題は行政が解決するものと思われ
がちですが、民間や市民が「自分ごと」と
して参加することが大切です。
　「一緒になって汗をかく」そうすること
で、もっと住み心地の良い、面白い場所
に変わっていくはずです。
　私たちが目指す公民連携は、単なる業
務委託ではなく、行政と民間が互いにリ
スペクトする「対等なパートナー」として

多世代交流施設 
おひさまテラス

健康にまつわる病院とのコラボイベント

　イオンタウン株式会社
が指定管理者となり運営 
しています。ワークショッ 
プやコラボ企画など、民
間事業者ならではのアイ
デアで、子どもから大人
まで楽しめるさまざまな
イベントを開催していま
す。

ＣＣＤプロジェクト
CCD＝Cities Changing Diabetes
　　　  (都市にまん延する糖尿病の克服）

千葉工業大学との
域学連携プロジェクト

走り方・ウオーキング教室

　千葉大学医学部附属病
院と、ノボ ノルディス
ク ファーマ株式会社と
協定を結び「住んでいる
だけで健康になれるま
ち」を目指し、糖尿病の
発症予防と重症化予防に
取り組んでいます。

包括連携協定
　健康、福祉、観光、防災など、複数の分野で、市と連携
して取り組みを行う事業者などと協定を締結しています。

　千葉工業大学の学生・教員と、市・企業などが協力して
地域課題の解決に取り組む活動です。市内での調査・研究
を通して、学生の学びや社会貢献にもつなげます。

～自分たちの暮らしは、自分たちで面白くする～

令和８年度
スタート

Profile

― 取り組み事例を紹介 ―

立ち飲み屋台「スタンドtemp.」

さまざまなプロジェクトが
進行中!

みらいあさひ協議会　永井 大輔さん

隔月開催イベント

日曜朝市＋ ～ちょっと外で朝ごはん食べ
てみませんか？～
日時／５月24日（日）　午前８時～
場所／旭文化の杜公園
内容／飲食提供、物販販売
◆イベント情報はInstagramをチェック

プラス

強みを出し合い、時には議論しながら一
緒に地域の質を上げていく、そんな熱い
関係です。何より大切にしてるのは「課
題を解決する」という後ろ向きな姿勢で
はなく「こんなまちになったら楽しいよ
ね」という夢を共有することです。
　皆さんには、まずは気軽に地域のイベ
ントをのぞいてみて、面白そうだなと
思ったら、次は一歩踏み込んで企画に参
加してみてほしいですね。

　公民連携によるまちづくりの重要性
を唱え「みらいあさひ」と「おひさまテ
ラス」の企画・運営に携わる。
　令和６年に市内に法人を設立し、豊
かな暮らしづくりに取り組んでいる。
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